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区民会議委員による「これからの地域コミュニティづくり」に 

向けた取り組みアンケート結果について 

 

区民会議委員が地域や出身団体等で、地域コミュニティづくりに向けて今後取り組

んでいけること（区民会議委員あて、取り組みに関するアンケート回答から主な内容

を要約） 

 

※平成２１年７月１日までの回答分 

氏  名（所属団体名等） 分  野 

川連 昌久 
（中原区商店街連合会） 

・ 商店街のイベントがスペース的に開催が難しくな

ってきているため他のエリアでの開催を検討す

る。 
佐野 愛子 
（公募委員） 

・ 中原市民館と協働により、「マンションと地域コミ

ュニティ」をテーマとした講座を開催。マンショ

ンと地域とのコミュニティに関わる問題や課題、

管理問題などのトラブルの解決に向けた学習の機

会を提供する。（講座全５回：詳細別紙） 
杉野 茂彦 
（中原区民生委員児童委員協議会） 

・ 近隣住民の普段の「声かけあいさつは」地域コミ

ュニティづくりの第１歩 
・ 災害時に、町内会役員と民生委員が中心となり、

近隣に声掛け、見守りを実施。救出の一翼を担う。

鈴木 眞智子 
（とどろき水辺の楽校） 

・ とどろき水辺の学校には様々な地域からの参加が

あったため、団体間・地域間の交流連携を活発に

し、つながりを広げていく。 
冨岡 茂太郎 
（川崎市中原区社会福祉協議会） 

・ 防犯パトロールを各町内会で行う。 
・ 学童の通学路の安全確保運動を各町内会で行う。 
・ 薬物乱用防止啓発活動を各団体連携して行う。 
・ 子ども会の活動に参加・協力して、地域のコミュ

ニティの輪を作る。 
・ サークル、勉強会、イベントによるコミュニティ

づくりを行う。 
芳賀 誠 
（自転車と共生するまちづくり委員会） 

・ 隣近所を小さな班組織として互いの生活に気を配

り、見守りを行うことで、緊急時等に変化を察知

し、助けを出せるよう働きかける。 
・ こども文化センター（開館時間：幼児・学童 9 時

30分から 18時、中高生 21時まで）を安全・安心
な遊び場として活用を検討する。 

松原 清一 
（中原区自主防災組織連絡協議会） 

・ 地域組織が乱立していて活動が重複しているケー

スが多い。区民が参加しやすい新コミュニティ組

織の創設に向けた検討を行う。 
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氏  名（所属団体名等） 分  野 

村山 十九男 
（公募委員） 

・ ＮＰＯ法人小杉駅周辺エリアマネジメントが実施

する各事業（①こすぎこども探検隊、②パパママ

パークこすぎ、③自転車放置防止活動、④地域清

掃活動、⑤地域商業マップ作成）を推進すること

により、地域コミュニティづくりを目指す。 
横川 郁子 
（区長推薦） 

・ 自宅の近くに気軽に立ち寄れる場所が必要であ

り、また、人と人が語り合うことが重要であるが、

活動の中心となる方が不足しているため、現在方

法を検討中である。 

 


